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先日お送りいただきました、浴衣および甚平の支援物資をインドネシア国立タンジュンサリ高校の課外活動、  

日本語クラブに贈呈し、生徒と一緒に着付け教室を行いましたので報告させていただきます。 

 

箱を開けた瞬間から、生徒たちの目がきらきらと期待に輝いていました。一着ずつ箱から出すたびに、  

「かわいい！」「すてき！」と声が上がりました。今回の物資支援プログラムについて説明し、物資をご提供  

いただいた皆様からのメッセージを読み上げると、生徒たちは感慨深そうにしていました。着物文化や  

「帯」「草履」など関連する日本語を説明し、生徒の一人をモデルとして着付けの様子を見せました。  

すると、生徒同士で器用に着付けし出したので、私が全員に着つけてあげずとも着用することができました。  

アニメや映画で日本文化に触れることが多い生徒たちは、浴衣や甚平といった日本文化に強いあこがれを  

抱いていたようで、本当にうれしそうでした。 

 

改めまして、今回浴衣や甚平をご提供いただいた福井県民の皆さま、物資の募集や郵送をご担当いただいた 

福村さんをはじめとする福井県国際交流協会の皆さまに、お礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

担当教員および生徒から、物資を提供してくださったみなさんにメッセージをもらいましたので、 

以下にお伝えします。 

 

日本語クラブ担当教員 

ニニン先生 

福井県のみなさん、浴衣や甚平などをお送りいただいたことに対して、大変感謝しております。この機会によって、

生徒たちの日本語や日本文化を学びたいという意欲が、より高まることを期待しています。 

 

養殖漁業学科一年生 

ハンバリくん 

福井県のみなさん、浴衣をお送りいただきありがとうございます。わたしは、いつか福井県に旅行に行ってみたい

です。 

 

園芸作物学科一年生 

ソピさん 

福井県のみなさん、浴衣や甚平などを私たちに送っていただいたことについて、タンジュンサリ農業高校一同より

感謝いたします。お送りいただいた物資は、私たちの学校で日本文化についての体験を広めることに活用させて

いただきます。皆さんの温かい心遣いに報いることができれば幸いです。 

 



養殖漁業学科一年生 

ファトハンさん 

とてもすてきな浴衣を、ありがとうございます！わたしは、浴衣を着るのは初めてでしたが、とても気に入りました。

本当に日本に行きたいし、日本のいろいろな地域を訪れたいです。再度お礼申し上げます。浴衣をありがとう 

ございました。みなさんのご健康をお祈りしています！ 

 

園芸作物学科二年生 

ディアナさん 

福井県民の皆様から浴衣をプレゼントしていただき、大変嬉しく思っております。普段はアニメの中で見ていたの

で、本物の浴衣を着るのは初めてでした。お送りいただいた浴衣はとても綺麗で、とても幸せな気持ちになりまし

た。日本に行って、皆さんに直接お礼を言いたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


